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強雨でも発芽が安定する播種法 

ソバ小畦立て播種による湿害回避と収量改善 

導入をオススメする対象 
 ソバ栽培農家 

・水田転作作物としてソバを作付する場合、播種直後の強い雨や、生育期間の長雨などによって湿害を被ることがあり、安定生
産の支障となっている。 

研究成果の内容 

研究開発の背景 

期待される効果 

 ・ 平畦播種での収量が低い圃場や、播種後の降雨により湿害が発生しやすい圃場では、小畦立て播種
技術の導入により収量が向上し、収益が高まることが期待される。 
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湿害を回避し収量が向上する播種技術 

●●● 8 ●●● 

【装置の概要、特徴と効果】 
 
①種子を地下に埋めず、地表面に並べ 
 おいて種子の両側の土を切り盛りして 
 排水溝と畦を同時成形する 
 
 
 
②既存の普及型播種機に簡単に装着・使用できる 
   
 
 
 

○ 湿害を回避 

○ 収量が向上 

【装置について】 
ベースとなる播種機「スラ
イドロール式耐久型施肥
播種機RXGシリーズ」（ア
グリテクノ矢崎）にオプショ
ン部品として装着。 
装置1基当たり約34,000円 

湿害発生状況の比較 

平 畦       小畦立て 

小畦立て播種技術の導入でソバを安定生産 
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小畦立て播種による収量結果（2015および2016年平均） 
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立枯れ性病害発生の比較 
（福井市2地点、大野市1地点） 

平畦播種       小畦立て播種 
平畦播種と小畦立て播種の比較 

小畦立て播種装置装着図(ベース播種機：RXG-6PSE） 農林水産省 地域作物課のコメント 
  水田転作における湿害対策として、既存の播種機に簡単に装着・ 
 使用できる播種技術です。従来の排水対策と組み合わせることで、 
 より湿害回避の効果が増し、収量の高位安定化が期待できます。 
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